
 
 第28回健康生きがいづくりアドバイザー全国大会  
  
 

             健康生きがいづくりアドバイザーの活動 
 

      

     

 
   
   

   
     

     日時：令和３年１１月１３日（土）14：00～15：00 
 
   会場：オンライン・リモート方式（zoom）      
   
 
 
      
      NPO法人わかやま保健科学センター（ＷＨＳ）   
  
    （事業部門）和歌山健康生きがいづくりアドバイザー協議会（健生わかやま） 
 
                             理事長（事業部門：会長） 市野 弘  
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              レジュメ 
 
 

   
         
 

活動要旨：   

 1.ＮＰＯ法人和歌山保健科学センター 
  （事業部門）和歌山県健康生きがいづくりアドバイザー協議会 
   2021年4月1日付けで統合  
 

 2.事業活動の特徴   

  「いきがいライフマスター制度」   

   アドバイザー個人が得意とするオンリーワンを積極的に育てて行く仕組みが 
   「いきがいライフマイスター」で、自分の得意とするテーマーで活動を始める 
   会員が中心となったグループ活動により、協力してくれる仲間がふえる 
 

 3.３本柱の事業推進   

  ①100歳大学事業の普及展開   

  ②フレイル介護予防事業の普及展開   

  ③アドバイザー拡大推進、養成講座・認定研修の実施   

    

    



 
 

ＷＨＳ・和歌山県健康生きがいづくりアドバイザー協議会の活動 
～ 生きがいライフマイスターの活動分野 ～ 

生活支援専門 
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

シルバー 
人材センター 

げんき体操 
リーダー 

ボランティア活動 

企業経営 
 

社協活動 
（サロン等） 

メンバーが得意とする分野 
  ＊健康と生きがいが生まれる 

＊生きがい就労：社会性 
  ＊担い手育成セミナーの開催 

健生わかやまアドバイザー 

県からの依頼 
地域づくりを考える 

生活支援（共助） 
新しい福祉のかたち 

新規事業の開拓 

お互い様の地域づくり 
（互助） 

はたらく 

フレイル予防 
健康を維持するために 

https://www.irasutoya.com/2017/12/blog-post_903.html
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 居場所サロン（交流の場） 

 自宅を毎週金曜日午後に開放（青空図書館） 

 「ふれあい処ふらり赤垣内」 



 健康生きがいづくり一座公演 



ＷＨＳ・和歌山県健康生きがいづくりアドバイザー協議会 
 

             副理事長 東 正志 
 

 健康生きがいづくりアドバイザー 
（1級キャリアコンサルティング技能士・産業カウンセラー）       

健康生きがいづくりアドバイザーの活動 

第２８回健生アドバイザー全国大会 



自己紹介 

【所属】 
 株式会社キャリア・ブレスユー 代表取締役 
 NPO法人キャリア・ファシリテーター協会 理事・事務局長 
 NPO法人わかやまNPOセンター 副理事長 
 NPO法人ホッピング 副理事長 
 和歌山県健康生きがいづくりアドバイザー協会 副理事長 
 中ぶらくり丁商店振興組合 理事 
 
【主な資格】 
 1級キャリア・コンサルティング技能士（国家資格） 
 産業カウンセラー 
 CDA（キャリア・ディベロップメント・アドバイザー） 
 職業訓練指導員（和歌山県知事免許） 
 職業紹介責任者・派遣元責任者 
 心理相談員（中央労働災害防止協会認定） 
 ABH認定ヒプノセラピスト資格（The American Board of Hypnothrapy) 

 宅地建物取引士 
 第Ⅰ種電気工事士 
 AI第2種（旧：アナログ第二種工事担任者） 
 危険物取扱者 
 食品衛生責任者 etc. 
 

色んな仕事や人と関わるのが好き 

（生涯現役のコツ） 

昭和39年生まれ 57歳   東京オリンピックの年に生まれました。 



NPO法人キャリア・ファシリテーター協会 

NPO法人ホッピング 

キャリア・ブレスユーと仲間たち！ Hop！Step！Blessyou! 
 
（子育て支援、主婦・女性支援、障がい者支援、ニート支援、学生・若者支援、シニア支援） 

Copyright © 2021 Masashi azuma  All rights reserved 



1.人生100年時代の就労支援について 

■80歳現役社会の実現  

生涯現役社会 

■和歌山県再就職支援（はたらコーデわかやま） 

■就職∞サイクルプロジェクト 

 ミドル・シニア世代のための企業交流会 

再就職のための合同企業説明会＆セミナー 



Copyright © 2021 Masashi azuma  All rights reserved 

 人が動く 働く 
 
人 ＋ 動 ＝働く 

■80歳現役社会の実現 

生涯現役社会 



Copyright © 2021 Masashi azuma  All rights reserved 
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2.人に頼られてこそ、あてにされてこそ、 
            生きがいのある楽しい人生 

■コーディネーターとしてシニアが活躍 

Copyright © 2021 Masashi azuma  All rights reserved 
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キャリア・ファシリテーター協会グループ 
  コーディネーター（就職支援をする側） 

60歳以上 14人 
70歳以上 8人  （79歳2人） 
★入社時の年齢が70歳超えの人も 

現役就労 86歳の青春 

人に頼られてこそ、あてにされてこそ、生きがいのある楽しい人生！ 



健康生きがいづくり 
アドバイザー 
全国大会 

健康生きがいづくりアドバイザーの活動 

   
     

         
   
 
 
      

        NPO法人わかやま保健科学センター（ＷＨＳ）   
  
    （事業部門）和歌山健康生きがいづくりアドバイザー協議会（健生わかやま） 
 
                                 事務局次長   高林 稔 
                                
 
                                                       
 



プロフィール 

• NPO法人和歌山保健科学センター 

 和歌山県健康・生きがいづくりアドバイザー協議会 事務局次長 

• 一般社団法人 和歌山県健康長寿推進協議会  事務局長 

• 和歌山県 生活支援専門アドバイザー 

• 公益財団法人 さわやか福祉財団  さわやかインストラクター 



地域包括ケアシステムの構築に向けて、 
生活支援コーディネーターの支援 
• 地域住民が、住み慣れた地域の中で、安心して暮らし続けられるよ
うにすることを目指して 

 

• 地域の中で、｢困った時はお互いさま｣、 

｢助け合い｣、｢支えあい｣の意識付け 

 

• 行政や社協でサービスを作って提供する 

のではなく、地域住民の中で課題解決を行 

うことを目指す 



和歌山県からの依頼を受け、 
「生活支援専門アドバイザー」として 
• 介護保険制度の中の地域支援事業 (生活支援体制整備事業) 

 

• 元気な高齢者が地域での助け合いの活動に参加することで、自身
の健康寿命の延伸と地域福祉の推進を目指している。 

 

• ボランティアで行政職員、社協職員、 

 生活支援コーディネーターのお手伝い 

 

• 今年度から、アドバイザーとして 

 県の事業の中で位置付け 



地域福祉の視点と 
高齢者自身の意識変革を求めて 
• 地域の中での困りごとは、｢高齢者｣｢障害者｣｢貧困｣などに区分され
て存在するわけではない。各個人に重複して降りかかっている 

 

• 地域の中で、互いに気にかけ 

 あうことから 

 

• できることをできる範囲で 

 担いながら、お互いさまで 

 助け合う 

 



主体性、協調性の芽にスポットを当てて 

• 地域での話し合いや活動のサポートをする中で 

 

• 自分から、｢やります｣的な発言や、｢○○が気になる｣、｢ほっとけや
ん｣などの発言を、ことさら 

 に取り立てる 

 

• お互いを認め合えるように、強行 

 しない、させない 



地域で元気に活躍する 
高齢者を増やしたい（三人称の生きがいを） 

• 自主的に、自身の地域の課題を見つけ、自身で解決していけるよう
な地域づくり。 

• 生活支援体制整備事業で目指す｢生活支援コーディネーター｣や｢協
議体｣メンバーに求められるのは、｢三人称｣の生きがいの考え方 

• 100歳大学の卒業生が、生活支援 

 体制整備事業の主役になって欲 

 しい 


